
審判上の注意事項 

                                                          審 判 委 員 長 

 

１ 本大会は，２０２１年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則及び令和3年度公

益財団法人日本中学校体育連盟バレーボール競技部における６人制ルールの取り扱いに則って

行う。 

 

２ ラインナップシートの訂正は，副審に提出した後は認められない。 

 

３ タイムアウトの要求は，監督が該当するハンドシグナルを示し要求しなければならない。 

  また、監督不在の場合は、ゲームキャプテンのみタイムアウトの要求ができる。 

  なお、監督はラリー中、チーム・ベンチの記録席に最も近い位置に座る。 

 

４ ゲーム中のワイピングは，コート内の選手が行うこととする。タイムアウトやセット間は，各 

チームのモップ使用を許可する。 

 

５ リベロプレーヤーについて 

 (１) ユニフォームの色は，チームの他の競技者と明らかに異なった対照的な色でなければなら 

ない。(リベロジャケット使用が二人の場合は異なった色を使用すること) 

 (２) セット開始前，副審がポジションの確認をしている時，リベロプレーヤーはサイドライン 

の外側で待機する必要はない。 

 (３) タイムアウト後，プレーヤーがコートに戻る場合は，タイムアウト直前のプレーヤーであ 

ること。もし，リベロプレーヤーと交代するときは，一旦６人がコートに戻った後に交代す 

ること。 

      ＊ ３セット目のチェンジコートの時も同じである。 

 (４) 交代する競技者と互いに接近し，サイドライン上で一旦つま先をそろえて立ち止まり，誰 

と誰が交代するのかがはっきり分かるように手を挙げて(手を合わせる必要はない)交代す 

る。 

 

６ 選手・スタッフの不法な行為について 

（警告：口頭・ｲｴﾛｰｶｰﾄﾞ／ペナルティ：ﾚｯﾄﾞｶｰﾄﾞ／退場／失格） 

① 主審が最終判定を出した後も、審判員に不満を示す態度や発言をした場合。 

② 監督が、副審やスコアラーに説明を求めたり、試合を長引かせるような会話をした場合。 

③ 無作法な行為：よいマナーや道徳の原則に反した行為。 

④ 侮辱的な行為：中傷的、または侮辱するような発言やジェスチャー、軽蔑を表す行為。 

⑤ 攻撃的な行為：身体的攻撃、または攻撃的・威嚇的な行為。 

※審判の判定に対する質問は、ゲームキャプテンのみ受け入れる。その内容については、 

ルールの取り扱い等に関する質問のみとする。抗議や意見を述べたり、クレームについては 

一切受け付けず、拒否する。場合によっては、警告または罰則を適用する。 


